
し
か
し
、
法
律
を
よ
く
読
む
と
、
意
外
に

も
日
本
も
他
の
国
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

建
基
法
２
条
１
号
で
は
、「
建
築
物
」は
定

義
上「
建
築
設
備
を
含
む
も
の
と
す
る
」と
さ

れ
て
お
り
、
同
条
３
号
で
は
、「
建
築
設
備
」

は「
建
築
物
に
設
け
る
電
気
、
ガ
ス
・・
消
火
、

排
煙
・・
の
設
備
・・
を
い
う
」と
さ
れ
て
い
て
、

包
括
的
に
消
火
や
排
煙
の
設
備
は
建
築
設
備

で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
気
の
設
備

が
何
を
指
す
か
こ
こ
で
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
電
気
を
用

い
た
設
備
も
含
ま
れ
る
と
読
め
そ
う
な
気
も
し

ま
す
。

ま
た
、
建
基
法
35
条
で
は
、「
・・
、
消
火
栓
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
貯
水
槽
そ
の
他
の
消
火
設

備
、
排
煙
設
備
、・・
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術

的
基
準
に
従
っ
て
、・・
」と
、
具
体
的
に
消
火

設
備
や
排
煙
設
備
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
防
法
17
条
で
は
、「
・・
消
防
の
用

に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
及
び
消
火
活
動

上
必
要
な
施
設（
以
下「
消
防
用
設
備
等
」と

い
う
）に
つ
い
て
、・・
、
政
令
で
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
従
っ
て
、
設
置
し
、
及
び
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
し
て
い
ま
す
が
、
消

火
栓
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
具
体
的
な
設

備
名
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
法
律
を
読
む
限
り
、
多
く
の

国
々
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
で
も
、
屋
内
消
火

栓
設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
基
準
は
建

基
法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

建
基
法
で
は
昭
和
25
年
の
制
定
時
か
ら
、

２
条
で「
消
火
の
設
備
」は「
建
築
設
備
」と
し

て
列
記
さ
れ
て
お
り
、
35
条
で「
消
火
栓
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
貯
水
槽
そ
の
他
の
消
火
設

備
」の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い

ま
す（
排
煙
設
備
が
入
る
の
は
昭
和
46
年
）。
一

方
、
制
定
消
防
法
17
条（
昭
和
23
年
）で
は
、

「
・・
市
町
村
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

消
火
器
そ
の
他
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器

具
及
び
消
防
用
水
並
び
に
避
難
器
具
を
設
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
る
限
り
、
制
定
時
の
建
基
法
と
消

防
法
の
守
備
範
囲
は
、
他
の
多
く
の
国
と
同

じ
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
、
建
基
法

建
築
物
の
防
火
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め

の
法
令
と
し
て
、
多
く
の
国
で
は
日
本
の
建
築

基
準
法（
建
基
法
）と
消
防
法
に
あ
た
る
法
律

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
規

制
範
囲
は
日
本
と
は
か
な
り
違
い
ま
す
。
多

く
の
国
で
は
、
消
火
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、

自
動
火
災
報
知
設
備（
自
火
報
）な
ど
、
消
防

関
係
の
設
備
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、

建
基
法
で
す
。
消
防
法
で
設
置
を
義
務
づ
け

て
い
る
の
は
、
消
火
器
な
ど
移
動
可
能
な
器
具

く
ら
い
の
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で「
消
火
の
設
備
」に
関
す
る
政
令
が
定
め
ら

れ
ず
に
い
る
う
ち
に
消
防
法
17
条
が
改
正
さ
れ

（
昭
和
35
年
）、
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
は
政

令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
従
っ
て
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
消
防
用
設
備
等
の

種
類
は
消
防
法
施
行
令
７
条
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
制
定
当
時
か
ら
、
屋
内
消
火
栓
設
備
や

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
だ
け
で
な
く
、
現
行
の

ほ
と
ん
ど
の
設
備
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
律
も
政
令
も
、
当
時
の
建
設
省
と
消
防

庁
の
同
意
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

昭
和
35
年
の
時
点
で
、
建
基
法
で「
政
令
で
定

め
る
」と
さ
れ
て
い
る
技
術
上
の
基
準
は
、
建

基
法
施
行
令
で
な
く
、
消
防
法
施
行
令
の
技

術
上
の
基
準
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
、
両
省

庁
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
消
防
法
17
条
の
体
系
の
一
環
と
し

て
、
検
定
制
度（
同
21
条
の
２
、
昭
和
38
年
）、

消
防
設
備
士
制
度（
同
17
条
の
５
、
昭
和
40

年
）、
設
置
時
検
査
制
度（
同
17
条
の
３
の
２
、

昭
和
49
年
）、
点
検
・
報
告
制
度（
同
17
条
の

３
の
３
、
昭
和
49
年
）な
ど
が
次
々
に
定
め
ら

れ
、
消
防
用
設
備
等
の
設
置
及
び
維
持
は
消

防
法
で
担
う
、
と
い
う
現
行
の
体
制
が
揺
る

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
基
準
は

建
基
法
で
定
め
る
？
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消
火
設
備
等
は
建
基
法
の
設
備
？

消
防
法
で
は
ど
う
か

消
防
法
17
条
の
拡
充
強
化

建
築
基
準
法
と
消
防
法
の

守
備
範
囲
は
多
く
の
国
と
違
う
？

消
火
設
備
等
は
制
定
時
か
ら

建
基
法
の
守
備
範
囲
？

火
災
予
防
条
例
の
果
た
し
た

役
割
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か

ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

以
上
の
経
緯
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
昭
和
35
年

ま
で
、
消
火
設
備
等
の
基
準
が
建
基
法
の
政

令
で
定
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
今
と
な
っ
て
は
推
測
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
消
防
法
17
条
に
基
づ
い
て

各
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
た
火
災
予
防
条

例
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。
条
例
で
課
し
た

「
消
火
器
そ
の
他
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器

具
・・
の
設
備
」の
義
務
の
中
で
消
火
栓
や
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
義
務
を
課
し
、
技
術

基
準
も
定
め
た
た
め
、
当
時
の
建
設
省
は
そ

の
実
態
を
無
視
で
き
ず
に
政
令
の
制
定
を
保

留
。
結
局
、
消
防
法
35
条
の
改
正
の
際
に
、

政
令
を
消
防
法
に
委
ね
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
の
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
消
防
法
制
定
時
か
ら

昭
和
30
年
代
の
半
ば
ま
で
、
神
戸
市
が
ど
の

よ
う
な
火
災
予
防
条
例
を
定
め
て
い
た
か
、

調
べ
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
消
火
栓
の
基
準
は
、
法
律
レ

ベ
ル
で
は
建
築
基
準
法
で
定
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
は
、
昭
和
35
年
以
降
、
消
防
法
令
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
消
防
法
制
定
時
か
ら

消
火
設
備
等
を
条
例
で
設
置
し
て
き
た
、
現
地
消
防

の
皆
さ
ん
の
熱
意
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。


